
 

火山活動解説資料（平成 14年３月） 
十勝岳 
１ 概況 

3 月 7 日 01時 24 分頃に継続時間約 4 分の小さな火山性微動が発生しましたが、噴煙活動 
や地殻変動には特別な変化はありませんでした。微動の発生は今年 1月 4日以来のことです。

62-2 火口では活発な噴煙活動が続いています。 
 
２ 地震活動の状況 

7 日 01時 24 分頃に継続時間約 4 分の火山性微動（最大振幅は 0.09 ﾏｲｸﾛﾒｰﾄﾙ）が発生しま 
した。微動の発生は今年 1 月 4 日以来のことです。3 月の地震回数は 1 日あたり 0~6 回と平
常のレベルで推移しました。 

 

         十勝岳火山活動経過図（1997年 1月 1 日～2002 年 3月 31 日） 
噴煙高度は日最大値、○印は日最大噴煙高度の月平均 

 

 
 
３ 噴煙活動の状況 

62-2 火口では活発な噴煙活動が続いており、噴煙高度は概ね火口上 100~300ｍで推移しま 
した。 

 
 



 

４ 地殻変動の状況 
ＧＰＳ観測では、火山活動に起因すると考えられる特別な変化はありませんでした。 

 
 

 
 
 
 

 
 

 十勝岳基線長グラフ（2001年 9月 13 日～2002年 3月 31 日） 
 

月別地震・微動回数 
平成 13～14 年 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

地震 43 50 26 31 24 102 83  35  30  43  42  34 Ｈ 

点 微動 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 

地震 2 15 4 9 2 25 5 7 3 9 11 10 Ａ 

点 微動 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

Ｈ点：62-2 火口の北西約 1.2km Ａ点：62-2 火口の北北西約 4.5km 

Ｈ点計数基準（地震）：最大振幅 0.10μｍ以上、（微動）最大振幅 0.08μｍ以上 

Ａ点計数基準（地震）：最大振幅 0.05μｍ以上、（微動）最大振幅 0.04μｍ以上 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 


